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開催地引継式 

開会式 機構石原会長挨拶 

 

◆ ３３３３月月月月ののののトピックストピックストピックストピックス    

○ 「第４回九州観光ボランティアガイド大会  ｉｎ ふくおか」 を開催 （３月３日～４日：福岡） 

九州の観光ボランティアガイドのレベルアップと組織の強化等を目的に、「第４回九州観光ボランティア

ガイド大会 in ふくおか ～きんしゃい 福岡！～」を九州各県、各県観光連

盟、社団法人日本観光協会(現・日本観光振興協会)九州支部、当機構で構成

する「九州観光ボランティアガイド大会実行委員会」の主催により開催しま

した。大会には福岡県副知事牛尾長生氏にご臨席いただくとともに、九州の

観光ボランティアガイド関係団体から過去最高の７８団体約４７２名（実行

委員会関係者を含む）の参加があり、九州全県の観光ボランティアガイド連

絡協議会の会長、代表世話人の皆様が出席されました。 

 今回は、辻貴弘氏（ほっと石川観光ボランティアガイド連絡協議会企画理事）による『観光ボランティア

ガイドのあり方 ～金沢の事例を通して～ 』をテーマとする基調講演、４つの分科会での討議・報告、九州

４県の観光ボランティアガイド活動の事例発表をメインに行い、「県境を越えて連携を強める契機となった」

との意見が多く寄せられました。 

４日の開催地引継式では、福岡県観光ボランティアガイド連絡協議会会長

の上村敏和氏から、大会の楯が第５回大会開催地となる大分県のふるさとガ

イド連絡協議会副会長の土師敬士氏に手渡されました。 

閉会式後は、２２１名の方が現地の観光ボランティアガイドによる福岡県

内のまち歩きを体験し、県内の歴史、文化等福岡の魅力を満喫しました。 

なお、参加者アンケートでは、回答者の９３％の方が「今回の大会は参考になった」と評価されました。 

 

○「南九州旅フェア  in 岡山」に出展 （３月５日～６日：岡山市） 

中国地区からの観光客誘致を促進するため、ＪＲ西日本岡山支社の主催によりＪＲ岡山駅前広場で開催さ

れた「南九州旅フェア in 岡山」に、南九州３県（熊本、宮崎、鹿児島）と

ともに出展しました。 

機構ブースでは、出展県以外の４県（福岡、佐賀、長崎、大分）のポスタ

ーの掲出、パンフレットの配布を行うとともに、ステージイベントでは今年

３月１２日にスタートした「なないろ九州バス」等のＰＲを行いました。九

州新幹線鹿児島ルート全線開業の直前でもあり、多くの来場者がありました。 

会場では、九州各地の特産品をプレゼントにしたクイズラリーやビンゴゲームなどを行い盛況となりまし

た。今回の出展では、来場者の「九州」への注目度の高さ、誘客推進への手ごたえが感じられました。 

 

○ 中国・コスタクルーズ関係者等を招請 （３月５日～９日：九州各地） 

中国発着のアジアクルーズ市場最大手であるコスタクルーズ社のキーパーソン及び同社と関連のあるマ

スメディアを招請し、九州各地の視察を行ったほか、九州内の行政・観光関係者等との意見交換会を実施し

ました。 
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2010 年度第３回理事会 

今回の視察では、これまでに同社のクルーズ船が寄港していない佐賀（唐津

市）・熊本（熊本市）・大分（別府市）・宮崎（宮崎市・日南市）を訪れ、新た

なエクスカーションの候補地として提案を行いました。 

また、熊本市で開催した意見交換会では、九州内外から約１００名の参加が

あり、寄港の条件等について活発な意見交換が行われました。コスタ側参加者

からは、九州の観光資源の新たな魅力や関係者の熱意に触れ、引き続き積極的

に九州クルーズ商品を販売していきたいとの発言がありました。今後も、同社に対して継続的な寄港を働き

かけていくことにしています。 

 

○「春の九州観光物産展」を開催 （３月７日～１１日：東京） 

九州７県の東京事務所、ＪＲ九州東京支店の協賛のもと東京駅・丸の内日本橋口の「ＴＩＣ ＴＯＫＹＯ」

前の歩道スペースで「春の九州観光物産展」を開催し、観光パンフレット等

の配布、九州新幹線Ｎ８００系座席の展示、ゆるきゃら（カボタン、カエル

くん）によるＰＲ、焼酎の試飲、物産品販売（宮崎・熊本）などを行いまし

た。同展には、東京八重洲、日本橋近辺の会社員を中心に多くの来場者があ

り、九州観光の魅力を実感し関心を高めていただく機会となりました。 

 

○ ２０１０年度「第３回評議員会」 「第３回理事会」を開催 （３月１８日：宮崎市、２４日：福岡市） 

九州観光推進機構の２０１０年度「第３回評議員会」（３月１８日）を宮崎市で、「第３回理事会」（３月

２４日）を福岡市で開催しました。事務局から次期総会にお諮りする以下の

議案等について審議していただき、理事会で原案どおり承認されました。 

 ・２０１０年度事業実施状況、２０１０年度収支補正予算（案） 

・２０１１年度事業計画（案）、２０１１年度収支当初予算（案） 

 ・規程類（規約、組織規程、会計規程）の改正（案） 

 ・次期評議員の選出（案） 

理事会の審議では、東日本大震災に関して、「九州は元気で通常どおりであること」を海外に積極的にア

ピールすることが肝要であるとの意見があり、今後、被災地の状況を注視しながらタイミングを見計らって

発信することにしました。また、「なないろ九州バス」については、九州新幹線鹿児島ルート全線開業の３

月１２日から実施している６コース、それらを組み込んだ５３の旅行商品の宿泊施設への告知、関西・広島

方面へのＰＲ強化等の説明を行いました。 

なお、第３回評議員会の宮崎開催は、口蹄疫、鳥インフルエンザ、新燃岳大噴火の被害を受けた宮崎県へ

の支援の一環であり、３月１９日は評議員を対象に日南市飫肥のエクスカーションを行い、宮崎の自然、食

を満喫してもらいました。 

 

○「九州教育旅行現地視察会」を開催 （３月１９日～２１日：鹿児島、宮崎、熊本） 

近畿・山陽地区の中学校教職員を対象に「九州教育旅行現地視察会」を開催しました。視察会では今年３

月に開業した山陽九州新幹線「さくら」に乗車してもらい、開業前に比べて

移動時間が短くなり、より楽に回れるようになった南九州の旅を実感してい

ただきました。 
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「百聞は一見に如かず」で「大変参考になった」との意見が寄せられるとともに、鹿児島県知覧や熊本城

での専門の方による案内は特に好評でした。また、宮崎県高千穂を初めて訪れる先生が多く、阿蘇山からの

移動距離が予想外に近いことから大きな関心を示されました。修学旅行の実施時期は「年度末を除く三連休、

夏休み、冬休みなど、教員が休みを取りやすい時期が望ましい」との意見が出されました。  

 

○ 「第１７回観光・まちづくりネットワーク九州」を開催 （３月２５日～２８日：福岡市、奄美大島） 

九州観光を担う人材育成とネットワーク作りを目的とする研修やフィールドワークを内容とする「第１７

回観光・まちづくりネットワーク九州」を開催し、２４名が参加しました。 

研修では、麓憲吾氏(アーマイナープロジェクト［奄美市］代表)と島康子氏・

古川美香氏(まちおこしゲリラ あおぞら組(青森県大間市))を講師に招き、

麓氏からは「奄美の復興と地域づくり」、また、島氏と古川氏からは「まちお

こし!自分たちでできることから始めよう!」をテーマに講演いただき、スタ

ッフを含めて７３名が参加しました。 

両講演ともに、参加者は「『郷土への想い』や『仲間づくり』が地域づくりには必要」との感想を述べて

いました。 

また、現地では「商店街復興への取組み」「マングローブの森探検（シーカヤック）」、「大島紬織り体験」、

「原生林ツアー」、「九州新幹線全線開業体験乗車」「奄美大島～福岡間就航による受入地対応」等を体験・

視察してもらい、「今後のまちづくりを考えるよい機会となった」とのご意見をいただきました。 

 

○ シンガポール・旅行会社と広告タイアップ （１月～３月：シンガポール） 

 シンガポールにおける九州の露出を図り、九州への更なる誘客拡大に繋げるため、シンガポールの３つの

旅行会社に対して広告支援を行いました。 

 旅行会社の具体的な広告については、シンガポール大手の旅行会社「ＣＴＣ」による、九州の観光資源や

食などを紹介するＴＶ番組「ＤＥＬＩＣＩＯＵＳ ＪＡＰＡＮ」を活用した九州ＣＭの放映、「ＰＲＩＭＥ Ｔ

ＲＡＶＥＬ」「ＥＵＲＯ-ＡＳＩＡ ＨＯＬＩＤＡＹＳ」による、九州の旅行商品のパンフレットの作成、今

年２月下旬に開催された旅行博覧会「ＮＡＴＡＳ ＴＲＡＶＥＬ ２０１１」における来場者への配布などを

行い、効果的なＰＲができました。 

 

◆ 九州観光推進機構九州観光推進機構九州観光推進機構九州観光推進機構からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    

 

○ 東日本大震災被災者への義援金の寄託  

 当機構は、今年３月の東北地方太平洋沖地震で被災された東日本の皆様を支援するため、「第１７回観光・

まちづくりネットワーク九州」（３月：奄美大島他）参加者からの募金（５６，３６８円）、韓国のブロガー

ツアー（４月：九州各地）参加者からの募金（２４，３４１円）、当機構職員の東日本（東北関東）大震災

義援金募金（２４，７２１円）を合わせた義援金１０５，４３０円を、４月１３日、西日本新聞民生事業団

を通じて日本赤十字社に寄託しましたのでお知らせ致します。 

当機構のイベントにご参加いただいた皆様をはじめ、多くの方々から暖かいお心遣いを賜り、厚くお礼申

し上げます。 
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○ 新入会員企業のご紹介 

本年３月以降、新たに次の企業が会員になられました。（敬称略） 

・株式会社ドミックスコーポレーション  所在地  福岡県福岡市博多区博多駅南６－６－1 

代表者  代表取締役社長  八尋 邦雄 

・株式会社スターフライヤー            所在地 福岡県北九州市小倉南区空港北町６ 
代表者  代表取締役社長  米原 愼一 

     ・株式会社 DREAM INTERFACE        所在地  福岡県福岡市博多区中洲５－３－８ 

代表者 代表取締役     楊
やん

  欣
しん

 

・水郷柳川観光株式会社          所在地  福岡県柳川市三橋町下百町１－６ 

                               代表者  代表取締役    森田 繁光 

    ・株式会社サンカラリゾートホスピタリティ  所在地  鹿児島県熊毛郡屋久島町麦生字萩野上５５３ 
代表者   代表取締役社長  佐藤 二郎 

・日清印刷株式会社              所在地  福岡県福岡市博多区上牟田３－８－５ 
代表者 代表取締役     清水 和久 

・ジェイズ北郷リゾート株式会社       所在地  宮崎県日南市北郷町郷之原甲２８２１－１ 

代表者  代表取締役社長    金
きむ

   貴
ぎ

煥
ふぁん

 

○ 人事往来 

本年４月１日付で事業本部スタッフの人事異動がありましたので、お知らせします。今後ともご支援、ご

協力をよろしくお願い申し上げます。 

【転入者】 ［  ］内は派遣元  

海外誘致推進部長  武田 誠一  [福岡県］ 

企画部次長     杉島 宰治 [株式会社ＮＴＴドコモ九州支社］ 

国内誘致推進部次長 東條 篤史  [鹿児島県］ 

国内誘致推進部次長 宮田  匡
ただし

  [九州旅客鉄道株式会社］ 

海外誘致推進部次長  持増 敏郎 [全日本空輸株式会社]             

企画部課長     藤本  勲 [熊本県宇土市] 

海外誘致推進部   有吉 千絵 ［株式会社ツーリストエキスパーツ派遣］ ＊4 月 11 日付 

○ ４月以降月以降月以降月以降のののの主主主主なななな予予予予定定定定        

        ・韓国・ブロガー招請支援 （４月１０日～１３日：九州各地） 

  ・韓国・アシアナ航空スタディツアー支援 （４月１４日～１７日：九州各地） 

  ・「平成２３年度九州観光推進機構担当者会議」開催 （４月２２日：福岡市） 

・「なないろ九州バス視察研修会」開催 （４月２２日～２３日：福岡、大分、宮崎、熊本） 

   ・九州オルレ現地視察 （５月１１日～１４日：九州各県） 

・中国「上海世界旅遊資源博覧会（WTF２０１１）」出展 （５月１２日～１５日：上海市） 

・2011 年度「第 1 回評議員会」開催 （５月１９日：福岡市） 

・平成２３年度下期「観光素材説明会・相談会」開催 （５月２０日、２６日、２７日、６月９日：東京、大阪、名古屋、福岡） 

・タイ・マスコミ招請 （５月中旬：九州各地） 

・2011 年度「第 1 回理事会」「2011 年度定時総会」開催 （５月２５日：福岡市） 

・韓国・マスコミ招請 （５月下旬：九州各県） 

・香港「国際旅游展（ITE２０１１）」出展 （６月９日～１２日：香港） 

 

 
◇◇お問い合わせ先◇◇ 

九州観光推進機構 企画部 松尾 

TEL：092-751-2943  E-mail：info@welcomekyushu.jp 


